
原爆「黒い雨」訴訟 講演レジュメ 

小山美砂 

 

１、プロフィール 

こやま・みさ：1994 年生まれ。毎日新聞記者を経て、2023 年からフリー。 

広島原爆投下後に降った「黒い雨」の被害を記録した『「黒い雨」訴訟』（集英社新書）で第 66 回 JCJ

（日本ジャーナリスト会議）賞。広島市在住。 

 

２、「黒い雨」とは？ 

1945 年 8 月 6 日に広島、9 日に長崎に、米軍が原

子爆弾を投下した後に降った雨のこと。焼け焦げ

た紙や灰が降ったとの証言もある。 

広島に降った黒い雨について、降雨域を調べた調

査は３つ。広島管区気象台・宇田道隆氏による宇

田雨域（1945 年）／気象学者・増田善信氏による

増田雨域（1989 年）／広島市の調査をもとに広島

大学の大瀧慈氏が解析した大瀧雨域（2010 年）。 

国は 1976 年、「宇田大雨雨域」のみを援護対象区

域に指定。以降、拡大を求める運動が展開され

る。 

 

３、「黒い雨」訴訟までの経緯 

1945 年 8 月 6 日 米軍が広島に原爆を投下 

1976 年 「宇田大雨雨域」を援護対象（健康診断特例区域）に指定 

2015 年 11 月 「黒い雨」訴訟 提訴 

2020 年 7 月 広島地裁判決 勝訴 

2021 年 7 月 広島高裁判決 勝訴 確定 

2022 年 4 月 新しい被爆者認定制度 開始 

2023 年 4 月 第二次「黒い雨」訴訟へ 

 

４、切り捨てられてきた「黒い雨被爆者」 

・証言を認めてもらえない苦しみ――小川泰子さん 

 4 歳の時、爆心地から西に約 9km で黒い雨を浴びる。介護と病気で生活苦、訴訟参加も辞退。 

「病気は原爆のせいじゃ、と思わんようにしよう。もうはよ死んだほうがいい」 

   ★証言は拙著 p.104-106、p.123 を参照 

 

 

出典：小山美砂『「黒い雨」訴訟』（集英社新書） 



最新の記事やお仕事実績は 

右記 QR コードからご覧いただけます。 

または「小山美砂 Link」と検索ください。 

問い合わせフォームもございます。 

本日はありがとうございました。 

＼最新刊／ 

・「線引き」による分断 

「川を挟んで、雨の降り方が変わるはずがない」 

 行政区画や集落を流れる川が援護対象をわける境界線に。住民から怒りの声。 

   ★拙著の 3 章「雨が「卵型」に降るか！」―「分断された姉妹」を参照 

 

５、「黒い雨」訴訟が訴えたこと 

・2015 年 11 月提訴。広島市、広島県（のちに厚生労働省も）に被爆者健康手帳の交付を求める。 

・「被爆者」に認めよ――被爆者健康手帳の交付を求める 

・「原子爆弾が投下された際またはその後において、 

身体に原子爆弾の放射能の影響を受けるような事情の下にあった者」とは？ 

 

６、すべてのヒバクシャに通ずる被爆者援護の〈精神〉 

広島及び長崎の両市に投下された原子爆弾は世界最初の例であり、核爆発の結果生じた放射能の人体

に及ぼす影響に関しても基礎的研究に乏しく明らかでない点がきわめて多い。 

しかしながら被爆者のうちには、（中略）被爆後 十年以上を経過した今日、いまだに原子爆弾後障害

症というべき症状を呈する者がある状態である。特に、被爆時の影響が慢性化して引き続き身体に異常

を認めるものと、一件良好な健康状態にあるかにみえながら、被爆による影響が潜在し、突然造血機能

障害等の疾病を出現するものとがあり、被爆者の一部には絶えず疾病発生の不安におびえるものもみら

れる。 

従って、被爆者について適正な健康診断を行うことによりその不安を一掃する一方、障害を有するも

のについてはすみやかに適当な治療を行い、その健康回復につとめることがきわめて必要であることは

論をまたない。 

――厚生省公衆衛生局長発出「原子爆弾被爆者健康診断要領」（1958 年） 

 

７、「原爆被害者」の切り捨ては続く 

・長崎「被爆体験者」訴訟、第二次「黒い雨」訴訟 

 

８、ヒバクシャ援護を求める理由 

・「高齢で可哀想だから」ではない、戦争被害に対する補償の問題。 

・「二度と繰り返さない」法的に残し、後世へつなぐ 

・「疑わしきは切り捨てる」社会でいいの？ 

 

 


